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2015年6月26日公聴会

必要性を喪失した八ッ場ダム事業

嶋津 暉之
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利根川の治水対策として無意味な八ッ場ダム

八ッ場ダムの目的（１）「洪水調節」
の虚構
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1952年
八ッ場
ダムが
浮上

利根川の治水基準点「八斗島」の年最大流量の推移
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国交省の計算では、

1947年のカスリーン台風再来時における

八ッ場ダムの治水効果はゼロ

朝日



1951年以降、利根川本川は破堤無し

質問主意書に対する政府答弁

（内閣衆質179第56号･H23.11.25）一の２のイ

「お尋ねについては、昭和二十六年以降の最近六十年
間、一級河川利根川水系利根川本川の八斗島下流部及
び一級河川利根川水系江戸川本川において破堤した箇
所はない。」

5

1949年8月31日のキティ台風：台風が東京を通過する時刻と東京湾の満
潮時刻とが重なったために、東京湾においてA.P.+3.15mという異常な高
潮が発生し、旧江戸川堤防が破堤。

利根川はカスリーン台風後に河道改修が進められ、
本川（江戸川を含む）では過去65年間、洪水時の越流がな
くなっている。
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1952年
八ッ場
ダムが
浮上

利根川の治水基準点「八斗島」の年最大流量の推移

1998年
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最近65年間で最大の洪水
（1998年9月洪水）について実
測流量から八ッ場ダムの効果
を八斗島地点で計算すると

八ッ場ダムの治水効果を最

大に見ても洪水ピーク水位

の低減はわずか13cm、そ

のときの水位は堤防天端か

ら４ｍ以上も下にあった。

[注] 八ッ場ダム地点の流量は近傍の岩島地点の
観測流量から算出。右図は、岩島地点から八斗島
地点までの流下時間を３時間とし、ダム地点の削減
量がそのまま八斗島地点のピークを削減するものと
して、八ッ場ダムの効果を最大に見た場合である。
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最近65年間で最大の洪水に対する八ッ場ダムの効果
現場のイメージ

堤防の天端

最近65年間で
最大の洪水の
水位

4ｍ以上

13cmの水位低下
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八斗島地点のイメージ
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利根川はカスリーン台風後に河道改修が進められ、十分な流下
能力を有するようになっており、利根川の本川（江戸川を含む）
では過去65年間、洪水時の越流がなくなっている。

利根川本川周辺で浸水被害があったとしても、いずれも本川か
らの越流ではなく、内水氾濫によるものであるから、八ッ場ダム
があったとしても、何も軽減できない浸水被害である。

そして、八ッ場ダムの治水効果は、確保されている堤防余裕高
に対してわずかなものであり、八ッ場ダムは実際の洪水に対し
ては何の意味も持たない。
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八ッ場ダム事業認定申請書 20ページ



起業者への質問

① 昭和57年9月台風第18号、平成10年9月台風第5号、平
成19年9月台風第9号において利根川・江戸川本川からの
越水はあったのか。

② 上記3洪水について仮に八ッ場ダムがあった場合、八ッ
場ダムが浸水被害の軽減に寄与したのかどうかを明らかに
されたい。
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八ッ場ダムの目的（１）「洪水調節」

小括①

昭和57年9月、平成10年9月、平成19年9月洪水は、
いずれも八ッ場ダムの洪水調節が利根川の浸水被害の
軽減に全く寄与しない洪水である。

このような洪水を申請書に書き込み、あたかも八ッ場ダム
がそれらの洪水の被害軽減に役立つかのような幻想を与
えるのは、事実を偽るものである。
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1月24日の
「八ッ場ダム建設工事の事業認定申請に向けた説明会」

起業者は利根川の洪水時の堤防漏水事故を取り上げて、
それらの堤防漏水をなくすためにも、八ッ場ダムの洪水調
節が必要だと説明した。

昭和57年9月台風18号の松戸市での漏水

平成18年7月前線降雨の加須市での漏水

平成19年9月台風9号の明和町での漏水
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近年の洪水でも、利根川の堤防や堤防下の地盤から

の漏水が至る所で発生している。これらの漏水はその

まま放置すれば堤防決壊につながる可能性がある非

常に危険な現象である。

八ッ場ダムに関する６都県知事共同声明（2009年10月19日）
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2001年9月洪水の状況（加須市付近の断面模式図）

16.9ｍ

20.7ｍ

平成13年9月洪
水の最高水位

堤内地盤高

漏水

左岸
（群馬県板倉町）

右岸
（埼玉県加須市）

　利根川横断図の模式図（河口距離140ｋｍ付近）

堤防の漏水減少率は
３％ 程度

八ッ場ダムがあった場合の加須地点での
水位低下効果はせいぜい10cm程度

堤防の漏水は堤防の強化で防止すべきであって、八ッ場ダムに

その効果を期待するのは筋違いで、非科学的。

６都県知事共同声明（2009年10月19日）の誤り



起業者への質問

① 仮に八ッ場ダムがあった場合、上記三つの堤防漏水事
故において漏水を防止できるのかどうか、漏水量がどの程
度変わるのかを明らかにされたい。

② 利根川の喫緊の治水対策は脆弱な堤防の強化対策で
あるにもかかわらず、起業者はなぜ治水効果が希薄な八ッ
場ダムに巨額の河川予算を投じてきているのか、その理由
を明らかにされたい。
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八ッ場ダムの目的（１）「洪水調節」

小括②

八ッ場ダムによる水位低減はわずかなものであり、堤防
の漏水量を減らす効果はゼロに近い。

堤防の構造が脆弱であるから、堤防の漏水が起きるの
であって、漏水をなくすためには堤防強化の工事を行う
以外に方法はなく、その対策を八ッ場ダムに求めるのは
筋違いであり、非科学的である。

それにもかかわらず、事業認定申請の説明会において
あたかも八ッ場ダムで堤防漏水を防止できるかのような
幻想を与える説明は行うのは欺瞞である。
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利水面の必要性を喪失した八ッ場ダム

八ッ場ダムの目的（２）
「水道用水・工業用水の新たな確保」

の虚構



国の予測

19

６都県の水道用水は減少の
一途

6都県（茨城・東京・千葉・埼
玉・群馬・栃木）の上水道の
一日最大給水量は、1992年
度から2012年度までの20年
間に228万㎥/日も減った。

この減少量は八ッ場ダムの
開発水量143万㎥/日の1.6
倍になる。

ところが、国（第５次利根川
荒川フルプラン）の予測は実
績の傾向とは逆方向に増加
し続けるとしている。
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６都県の一人当たり給水
量が年々減少

６都県の水道用水が最
近約20年間、減少の一途
をたどってきたのは、節水
型機器の普及等により、
一人当たり給水量が年々
減ってきたことにある。

1992年度の491㍑/日か
ら2012年度の366㍑/日へ
と、25％も減っている。
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国立社会保障・人口問題
研究所の推計

6都県の人口もまもなく減
少傾向へ

6都県全体としては人口
はわずかに増加傾向にあ
るが、2015年以降は減少
傾向に変る。

その後は減少速度が次第
に速くなって、2040年には
2,967万人となり、2010年
実績の88％になる。

2015年
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今後は一人当たり水道
用水だけではなく、人口
も減少傾向に向かうか
ら、水道用水の需要が
縮小の一途を辿っていく
ことは確実である。

６都県の水道用水の
需要は縮小の一途

八ッ場ダム等の新規の
水源開発の必要性は
皆無になっている。
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工業用水も確実な減少傾
向にあって、最近20年間
に約80万㎥/日も減少し
た。
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八ッ場ダムの暫定水利権への根本的な疑問
暫定水利権は八ッ場ダムなしで、ほとんど支障なく、取水し続けている。
特に非かんがい期のみの暫定水利権がそうである。

起業者が示す八ッ場ダムの暫定水利権（認定申請書 21ページ）
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八ッ場ダムの暫定水利権のほとんどは
非かんがい期のみの暫定水利権

かんがい用水を水道、工業用水道に転用した水利権で、

非かんがい期の水利権を八ッ場ダムで確保することが求
められ、暫定扱いになっている。

しかし、非かんがい期はかんがい用水の取水量が激減す
るので、利根川の流況には余裕があり、現状のままで取水
に支障をきたすことがほとんどない。
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① 八ッ場ダムの暫定水利権を非かんがい期のみの暫
定水利権と通年の暫定水利権に分けて示されたい。

② 過去20年間における利根川渇水のそれぞれにおい
て、安定水利権に対して実施された取水制限率と、
上記の非かんがい期の八ッ場ダム暫定水利権に対し
て実施された取水制限率を示されたい。

起業者への質問
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暫定水利権について

八ッ場ダムの暫定水利権のほとんどを占めるのは
非かんがい期のみの暫定水利権

非かんがい期（冬期）はかんがい用水の取水が激減するの
で、流況に余裕があり、取水の支障をきたすことは基本的に
なく、八ッ場ダムによる手当は無用のものである。

八ッ場ダムの目的（2）「水道用水・工業用水の確保」

小括

利根川流域の水道用水・工業用水は減少の一途をたどって
おり、新たな水源確保は不要
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東電の発電所の水利権更新で意味を失う
吾妻川の流量維持

八ッ場ダムの目的（３）
「吾妻川の流量維持」

の虚構
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「本件事業は、ダム下流に位置する名勝吾妻峡の
景観を保全するための流量及び動植物の生息又
は生育等に必要な流量を確保するために、

渇水時においてもダムからの水を放流し、
八ッ場ダム下流地点において2.4㎡／Ｓの流水を
安定的に流下させることにより、

吾妻川の流水の正常な機能の維持を図る・・・・・」

八ッ場ダム事業認定申請書 20ページ
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吾妻川のダム予定地の流量が乏しい理由
東電の松谷発電所が上流で全量取水をしているか

ら。

鍛冶屋沢ダム

吾妻取水ダム



31

松谷発電所は水利権の更新がまもなく行われる。
従来の水利権は2012年3月末までで、現在は東電の水利権更新
許可申請書を関東地方整備局が審査中。

近年は「ガイドライン」（「発電水利権の期間更新時における河川
維持流量の確保について」により、
水利権更新の際に河川維持流量の放流が義務付けられる。

松谷発電所の水利権更新の申請書
八ッ場ダム予定地で毎秒2.4㎥を確保することを明記。

水利権の更新が完了すれば、八ッ場ダムの「吾妻川の流量
維持」の目的は喪失する。
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吾妻取水ダム（長野原堰）から1.727㎥／秒を放流し、
八ッ場ダム地点までの流入量0.6732㎥／秒と合わせて、
八ッ場ダム地点で2.4㎥／秒を確保することを明記。
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① 東京電力㈱が提出した松谷発電所の水利権更新許可
申請に対して、関東地方整備局はいつ水利権更新許可を出
す予定なのか。

② 松谷発電所は水利権更新の許可が下りれば、吾妻川
の流量を維持できるように取水量を減らすので、八ッ場ダム
予定地で2.4㎥/秒は八ッ場ダムなしで確保されるようにな
る。この事実を認めるか。

起業者への質問
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八ッ場ダムの目的（３）「吾妻川の流量維持」

小括

東電・松谷発電所は水利権更新の許可が下りれば、吾妻川
の流量を維持できるように取水量を減らすので、八ッ場ダム
予定地で必要とされている2.4㎥/秒は確保されるようになる。

このように松谷発電所の水利権更新に伴って八ッ場ダムの
「吾妻川の流量維持」の目的は喪失する。

喪失することが確実な「吾妻川の流量維持」の目的を書き込
んだ事業認定申請書は無効である。
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逆に大きく減少する吾妻川の発電量

八ッ場ダムの目的（４）
「発電」の虚構
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起業者の説明

群馬県が八ッ場発電所をダムに併設して、利水や治水のた
めに放流する水を利用して従属発電を行う。

年間の計画発電量4,100万kwh
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白砂ダム

須川取水堰

吾妻川の水力発電所

八ッ場ダムの貯水により、東電の松谷等の既設発電所への
送水量が大幅に減り、それらの発電量が大きく減少する。
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八ッ場ダムの貯水による松谷発電所等の減電量

1998～2007年の10年間の吾妻川の実績流量を使って減
電量を計算すると、1億4100万～2億500万kwhにもなる。

八ッ場発電所の計画発電量4,100万kwhの3.5～5倍の発
電量が失われてしまう。
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ところが、起業者の試算では
減電量がわずか400万kwhで、
当方の計算結果の1/15～１
/10。

試算の内容を点検すると、現実
に合わない仮定がいくつか置
かれており、恣意的な計算が行
われている。

起業者の減電量試算の資料

その一つは、八ッ場発電所の
放流水を東電の原町発電所ま
で導水して、減電量を減らすと
いう仮定
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八ッ場発電所の放流
水をそのまま吾妻川
に放流することになっ
ており、原町発電所へ
の導水管の設置は計
画されていない。

群馬県の開示資料（2015年4月）
「八ッ場発電所の全体計画及び取水管・放流管の計画」
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① 八ッ場発電所から東電・原町発電所の方への導水管
を設置する計画はあるのか。

② 計画があるならば、次のことを明らかにされたい。

〇 導水管の設置にどの程度の工事費がかかるのか。

〇 導水管の設置は起業者が行うのか、東電が行うの
か。その工事費はどこが負担するのか。

起業者への質問
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八ッ場ダムの目的（４）「発電」

小括

吾妻川では東京電力㈱の松谷等の水力発電所で発電が行われ
ており、八ッ場ダムが完成して吾妻川の水を貯留するようになる
と、水力発電所への送水量が大幅に減り、発電量が大きく減少す
る。

吾妻川の実績流量を使って減電量を現状に合わせて計算すると、
八ッ場発電所の計画発電量の3.5～5倍になる。

この減電に対して巨額の補償も必要になる。

このように、八ッ場ダムは電力を新たに生み出すものではない。
八ッ場ダムは逆に吾妻川で得られている発電量を大幅に減らすも
のであり、発電という目的も虚構である。
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八ッ場ダムの目的はいずれも虚構

（１） 洪水調節

（２） 水道用水・工業用水の確保

（３） 吾妻川の流量維持

（４） 発電

公益性が欠如した八ッ場ダム建設工事に対し

て事業認定を行ってはならない。
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八ッ場ダムがもたらすもの

〇 美しい吾妻渓谷の喪失

〇 水質が悪化して観光資源になりえない八ッ場ダム湖

〇 地すべりの危険性



ダム工事
で喪失

吾妻渓谷は？

（東吾妻町観光協会の資料より） 46



吾妻渓谷

鹿飛橋を上流から撮影

吾妻渓谷の魅力は
岩肌がきれいな
奇岩怪岩にある。

時折来る洪水が岩肌の
表面を洗い流している。

八ッ場ダムが洪水を貯
留するようになると、岩
肌にコケを覆い、草木
が生い茂るようになる。

47



下久保ダム直下にある三波石峡（2013年5月30日撮影）
岩肌をコケが覆い、草木が生い茂っている。
観光客の激減で散策路も草が生い茂り、歩くことも困難になっている。

48



八ッ場ダム湖 富栄養化による水質の悪化

49



八ッ場ダム湖は富栄養化による水質悪化が進むことは必至

50



八ッ場ダムの貯水位の変動

夏期には貯水位が28メートル以上も下がる八ッ場ダム湖
51



国交省の委託先が描いたフォトモンタージュ
（打越代替地から見た八ッ場ダム湖）

52



八ッ場ダム完成後の景観イメージ

底の方にたまった水が藻類の異常増殖で異様な色を呈するダム湖

より( ）
53
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八ッ場ダム予定地は、上流域に活火山である浅間山と草

津白根山がある火山地帯であるので、その影響で脆弱な

地層が広く分布している。

熱水変質帯、応桑岩屑流堆積物、崖錐堆積物

などの脆弱な地層が広く分布。

八ッ場ダム貯水池周辺で地すべり発生の危険性
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八ッ場ダム貯水池予定地の周辺

地質が脆弱であるところが多い

国交省の10年以上前の調査でもダム貯水池予定地で地すべり
の可能性があるところが22か所に及んでいる
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横壁地区小倉

林地区勝沼

川原畑地区二社平

• 八ツ場ダム工事事務所ＨＰより

 

 コスト縮減前 コスト縮減後 

横壁地区小倉(実施済み) 鋼管杭・排土工・押さえ盛土 3.95 億円 

川原畑地区二社平 鋼管杭 9.69 億円 押さえ盛土 0.87 億円 

林地区勝沼 鋼管杭 35.64 億円 押さえ盛土 1.00 億円 

３地区の計 49.17 億円 5.82 億円 

コスト縮減で地すべり対策費の大幅削減（2004年）

八ッ場ダムの地すべり対策費は現在はたった6億円弱
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大滝ダム（奈良県・吉野川、国交省）

2002年８月にダム堤体が完成

試験湛水で白屋地区で地割れが発生し、３８戸が全戸移転

その後も大滝地区と迫地区でも地すべりの危険性が判明

白屋地区及び大滝地区では押え盛土工、鋼管杭工等、迫地区

では押え盛土工、アンカー工等の地滑り対策工事を実施

地すべり対策の追加工事費

308億円

ダムの完成は2013年３月で、

地すべりの発生により、約9年遅れた。

３地区の地すべり対策工事費
＋白屋地区の移転補償費

八ッ場ダムもダム堤体完成後の試験湛水で深刻な地すべりが
発生する可能性が高い。




